事　業　評　価　（案）
	
	■「川の駅はちけんや」水辺の賑わい創出事業（ＮＰＯ大阪水上安全協会）

	事業提案の達成状況
	（事業提案）

〈川・まち・ひと>の様々な可能性が、あつまり、ひろがることで真の賑わい創造拠点へと「川の駅　はちけんや」を深化させるため、集客交流機能・情報発信機能・運営管理機能を高める。

（達成状況）

【集客交流機能】

○カフェの「全日稼働」による恒常的な賑わい形成を図るとともに、不定期ではあるが、催事に合わせたセミナー・ワークショップ等、月１回の「天下の台所・八軒家浜市」を開催することにより、集客交流人口を高めている（平成２３年（７～１２月）62,766人、平成２４年112,760人、平成25年166,983人）

○テラスについては、そのロケーションを活かした利用がなされていない。
【情報発信機能】

○パネル展示や資料配架を行い、河川や水辺等に関する情報発信を行っている。

○年間スケジュール、コンセプトの統一感が乏しく、河川の「知」のサロンとして定着していない。

【運営管理機能】　　　

○当該地域の特性を活かし、水上さんぽ等の水辺利用拠点、カフェ、ウォーキングステーション等、にぎわい交流の運営拠点として利用がなされている。

○にぎわいXing運営事業団体間での連携は図られているが、周辺地域・企業との連携は、まだ十分ではない。

	適正な管理運営に関する取り組み状況
	<適切な維持管理>

○占用区域について、「全日稼働」のなか、清潔の保持に保ち、第三者被害防止に努め、適切に使用、維持管理を行っている。

○また、八軒家浜周辺の住民、企業とともに、「アドプト・リバー・はちけんや」を組織し、占用区域周辺の環境向上にも積極的に取り組んでいる。

<適正な利用>

○占用区域については、平常時及びイベント開催時とも、にぎわい交流拠点として活用されるよう、安全に配慮することはもとより、閉じた空間にならないよう、適正な利用がなされている。

○また、周辺の企業及び企業、河川管理者で構成する「八軒家浜連絡会」に参画し、定期的に地域との情報交換・意識共有を行い、周辺地域に配慮した利用に努めている。

<その他>

○水都大阪に関連するイベント（水都大阪フェス、平成OSAKA天の川伝説など）に対し、連携・協調に努めている。

	所見
	○事業者は、自立的な経営により、水辺の賑わい創出及び河川に関する幅広い情報発信を行うものである。

○事業者は、「全日稼働」を行い、恒常的なカフェ運営、催事に合わせたイベント開催、常設展示等により、利用者が増加していることは評価される。

○しかしながら、「川の駅　はちけんや」の目的・使命である、「人・モノ・情報の交流拠点」、さらには、全国で展開される「川の駅」のフラッグシップ拠点となるよう、更なる戦略的な企画の立案や運営を行っていく必要がある。
○事業者からの提案にある「花市」、「マルシェ（野菜）」や舟運、水辺景観、防災などのフォーラムの開催、１階導入部（駐車スペース）の改善、テラス・高水敷の活用、水辺拠点や背後地との連携した事業への取り組みは、川の駅はちけんやに相応しい内容であり、更なる賑わい創出や情報発信・交流が期待できる。
○また、より効果的に賑わい創出等を図るため、事業展開に際しては、大阪府の様々な都市魅力創造施策と連携し取り組む必要がある。

	評価（案）
	○事業継続が妥当

・所見を踏まえた運営計画に基づき、賑わいの創出と情報発信・交流について、
より一層努めること。


資　料


  ４





平成26年3月24日(月)


平成25年度　第1回


大阪府河川水辺の賑わいづくり審議会








